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第182号  2022年（令和4年）1２月1日        広報ひがしの 

広
報
ひ
が
し
の 

人口１６４２人 

（男）８３４人 

（女）８０８人 

6３７世帯 

( R４.１１.1現在) 

あ
る
出
征
兵
士
の
日
記 

 
 

戦
後
七
十
七
年 

 

七
十
七
年
、
長
い
歴
史
の
中
で
は

ほ
ん
の
一
瞬
に
思
え
ま
す
。 

 

歴
史
は
繰
り
返
す
と
も
言
い
ま
す

が
、
大
き
く
振
れ
た
振
り
子
が
も
と

に
も
ど
り
、
こ
の
短
い
期
間
に
逆
の

方
向
に
振
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
台
湾
の
状
況
を
見

る
に
つ
け
、
暗
雲
が
立
ち
込
め
始
め

た
思
い
で
す
。 

 

私
た
ち
は
、
先
の
大
戦
の
反
省
か

ら
、
不
戦
の
誓
い
を
し
た
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
戦
争
を
知
る
も
の
が
少
な

く
な
り
、
そ
の
意
識
が
薄
れ
て
き
た

の
も
確
か
で
す
。 

 

平
和
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
大
切
で

あ
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
が
、
具
体

的
に
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
戸
惑
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
戦
時
下
の
故
郷
の

姿
を
い
つ
ま
で
も
語
り
継
ぐ
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
、
今
回
の
記
事

を
特
集
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

疎開地としての東野  Ｐ２ 

 

八
月
二
十
四
日
・・警
戒
し
つ
つ
夜
が
明
け
る
。
敵
は
目
前
の
河
一
つ
離
れ
た
家

屋
だ
。
時
々
弾
を
放
つ
。
何
処
か
ら
う
つ
と
も
わ
か
ら
な
い
。
一
日
は
第
一
戦
に

て
暮
れ
る
。
夕
方
、
波
止
場
に
水
を
汲
み
に
行
っ
て
い
る
間
に
、
二
年
兵
殿
が
足

を
や
ら
れ
る
。
心
細
く
な
る
。
そ
の
ま
ま
夜
の
警
戒
。
迫
撃
砲
が
頭
上
に
て
破

裂
。
二
発
ば
か
り
身
体
に
ば
ら
ば
ら
と
当
た
る
。
生
き
た
こ
こ
ち
な
く
夜
が
更
け

る 

 

日
記
の
欄
外
に
次
の
言
葉
が
大
き
く
太
く
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

神
様
、
武
運
長
久
ヲ
祈
ル 

草
に
伏
し 

故
郷
の
虫
を 

夢
に
き
く 

 
 

 
 

 
 

 

昭
和
十
三
年
志
那
事
変
戦
場
に
て 

陸軍少年戦車学校の記録 Ｐ４ 

 Ｐ３ 

  Ｐ４ 
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昭
和
二
十
年

三
月
十
一
日

に
名
古
屋
空

襲
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
焼
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
多
く
の
学
童
が
田

舎
へ
と
疎
開
し
ま
し
た
。
東
野
村
に
も

御
劔
小
学
校
の
児
童
が
宗
久
寺
に
来
た

と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
疎
開
は
そ

の
年
の
十
一
月
ま
で
続
い
た
そ
う
で

す
。 

  

 

空
襲
が
激
し
く
な
る
と
、
人
間
ば
か

り
で
な
く
、
大
切
な
も
の
も
都
会
を
離

れ
て
田
舎
へ
疎
開
し
ま
し
た
。 

 

軍
は
、
日
本
各
地
の
民
間
倉
庫
会
社

に
軍
服
の
疎
開
を
依
頼
し
ま
し
た
。
こ

の
地
方
は
名
古
屋
に
あ
る
東
陽
倉
庫
と

い
う
会
社
で
す
。
東
陽
倉
庫
は
、
駅
に
近
く
大
き

な
民
家
が
点
在
す
る
田
舎
を
探
し
ま
し
た
。
結

果
、
東
野
村
が
条
件
に
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
中
部
地
方
の
軍
服
の
疎
開
地
に
東
野
村
が
選

ば
れ
ま
し
た
。 

 

東
野
村
は
、
駅
（
東
野
駅
）
に
近
く
て
物
流
が

便
利
で
、
し
か
も
空
襲
の
リ
ス
ク
が
少
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。 

疎開地としての東野 
 

ま
た
、
養
蚕
を
す
る
の
で
、
多
く
の
家
が
大
き

な
造
り
で
倉
庫
に
す
る
の
に
適
し
て
い
ま
し
た
。 

 

東
野
駅
で
降
ろ
さ
れ
た
物
資
は
、
一
旦
、
東
野

小
学
校
に
運
ば
れ
体
育
室(

講
堂
）
に
保
管
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
各
民
家
へ
と
分
散
し
て
運
ば

れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

高
等
科
の
児
童
は
そ
れ
ぞ
れ
の
民
家
へ
分
散
し

荷
下
ろ
し
を
手
伝
わ
さ
れ
ま
し
た
。   

 

学
童
や
軍
服
同
じ
よ
う
に
、
兵
器
工
場
も
空
襲

か
ら
逃
れ
る
た
め
に
疎
開
を
し
ま
し
た
。 

 
東
野
村
に
は
、
中
島
飛
行
機
の
工
場
が
疎
開
し

て
き
ま
し
た
。
中
島
飛
行
機
と
い
え
ば
ゼ
ロ
戦
を

造
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
小
さ
な
部
品
の

製
造
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

場
所
は
、
恵
東
座
で
す
。
床
を
す
べ
て
は
が
し

て
、
全
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
に
し
て
、
そ
こ
へ

旋
盤
を
持
ち
込
ん
で
の

作
業
で
す
。 

 

こ
の
時
ば
か
り
は
、

歌
舞
伎
小
屋
も
軍
需
工

場
に
代
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

 
 

学
童
の
疎
開 

軍
服
の
疎
開 

軍
需
工
場
の
疎
開 

学
校
（
教
習
所
）
の
疎
開 

 

東
野
に
疎
開
し
て
い
た
国
鉄
の
教
習
所
へ
入
所
し
た

社
員
の
当
時
の
手
記
で
す
。
（
鉄
道
新
聞
よ
り
） 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

 

国
民
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
て
、
国
鉄
に
入
り
ま
し

た
。
最
初
は
研
修
で
す
。
し
か
し
、
名
古
屋
の
教
習
所

が
空
襲
で
焼
け
て
な
く
な
っ
た
の
で
、
岐
阜
県
恵
那
郡

東
野
村
に
疎
開
中
で
し
た
。 

 

昭
和
二
十
年
五
月
十
六
日
、
郷
里
の
駅
を
一
番
の
列

車
で
出
発
し
ま
し
た
。 

 

お
ふ
く
ろ
が
風
呂
敷
包
み
の
荷
物
を
抱
え
、
私
は
ト

ラ
ン
ク
を
肩
に
担
い
で
家
を
出
ま
し
た
。
改
札
口
を
出

て
、
跨
線
橋
手
前
の
柵
越
し
に
「
元
気
で
頑
張
れ
よ
」

と
い
っ
て
風
呂
敷
包
み
を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。
無
言

で
受
け
取
り
、
足
早
に
跨
線
橋
に
上
が
り
ホ
ー
ム
に
出

た
ら
、
お
ふ
く
ろ
の
手
を
振
る
姿
が
見
え
、
思
わ
ず
涙

が
出
て
き
ま
し
た
。 

 

東
野
に
着
い
た
と
き
は
、
二
年
生
の
先
輩
た
ち
が
迎

え
に
来
て
い
ま
し
た
。
こ
の
東
野
と
い
う
村
は
、
養
蚕

が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
し

た
。
戦
時
中
な
の
で
も

ち
ろ
ん
蚕
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
蚕
室
が
空
い

て
い
て
、
こ
れ
を
生
徒

寮
や
教
室
に
使
っ
た
の

で
す
。 

・
・
・
・
・ 
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こ
の
日
記
は
、
東
野
在
住
の
青
年
が
二
十
才
を
迎

え
て
出
征
す
る
前
後
の
日
々
の
記
録
を
残
し
た
も
の
で

す
。
一
兵
卒
の
立
場
で
書
か
れ
た
日
記
か
ら
は
、
当
時

の
兵
士
の
状
況
が
手
に
取
る
よ
う
に
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
時
は
、
昭
和
十
二
年
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
年
で

す
。
日
記
は
、
そ
の
年
の
正
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

ど
ん
な
状
況
下
で
も
、
日
記
は
毎
日
も
れ
な
く
つ
け

て
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
ご
く
一
部
を
抜
粋
し
て

紹
介
し
ま
す
。 

一
月
五
日
（出
征
前
）外
は
雨
ら
し
い
。
ゆ
っ
く
り
寝

る
。
門
出
の
支
度
。
日
は
落
ち
る
よ
う
に
暮
れ
て

い
く
。
何
だ
か
淋
し
い
。 

一
月
七
日
（出
征
前
日
）門
出
の
支
度
。
七
日
市
へ

行
っ
て
来
る
。
夜
は
来
客
多
数
。
お
お
い
に
騒
が

れ
る
。
こ
れ
よ
り
一
年
半
、
祖
父
母
、
母
、
姉
、

妹
と
し
ば
し
の
別
れ
だ
。
達
者
で
い
て
く
れ
。 

一
月
八
日
（出
征
日
）
い
よ
い
よ
出

発
。
飛
び
起
き
て
神
社
に
参
拝
。

お
暇
乞
い
を
し
て
八
時
に
家
を
出

る
。
九
時
三
十
分
発
車
の
十
一
時

四
十
分
名
古
屋
着
。
名
古
屋
駅
前

の
旅
館
に
宿
泊
。 

 

一
月
九
日
・
・
午
前
九
時
、
名
古
屋
駅
前
の
旅

館
を
出
発
。
熱
田
神
宮
を
参
拝
。
松
坂
屋
に
寄

り
、
浜
松
へ
行
く
友
達
を
見
送
り
午
後
一
時
に

岐
阜
着
。
聯
隊
へ
身
体
検
査
に
行
っ
て
来
る
。 

 

一
月
十
日
（
入
営
日
）
・
・
起
床
、
午
前
六
時
。

七
時
半
兵
営
到
着
す
。
郡
別
別
れ
、
中
隊
別
、
判

別
、
衣
服
類
、
あ
ら
ゆ
る
準
備
を
な
す
。
兵
営
生

活
の
一
日
は
終
わ
る
。
大
い
に
奮
発
し
て
や
ろ

う
。
・
・
一
生
の
思
い
出
の
第
一
日 

 

入
隊
し
た
の
は
岐
阜
の
長
森
に
あ
っ
た
陸
軍
歩
兵
第

六
十
八
聯
隊
で
す
。
日
記
の
記
述
に
は
、
第
九
中
隊
と

あ
り
ま
し
た
。 

 

一
月
二
十
日
・
・
今
朝
は
大
変
寒
か
っ
た
。
銃
剣

術
の
練
習
。
午
前
中
の
演
習
は
正
照
準
。
午
前
中

は
早
く
終
わ
り
室
内
に
て
行
ふ
。
午
後
は
、
照
準

伏
射
の
演
習
。
給
料
を
い
た
だ
く
。
二
年
兵
殿
は

夜
間
演
習
あ
り
。 

 

日
記
を
拝
見
し
て
ま
ず
気
付
く
こ
と
は
、
検
査
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
数
点
呼
に
始
ま
り
、
軍
服
検

査
、
兵
器
検
査
等
々
で
す
。 

三
月
三
日
・
・
大
隊
の
軍
装
検
査
。
午
前

９
時
４
０
分
整
列
終
わ
り
。
１
０
時
よ
り

検
査
。
午
前
中
に
終
わ
る
。
午
後
は
内
務

実
施
。
大
隊
長
が
交
代
す
る
。
明
日
は
、

聯
隊
の
軍
装
検
査
が
あ
る
。 

五
月
八
日
・・
待
ち
に
待
っ
た
軍
旗
祭
り
が
今
日

だ
。
７
時
半
整
列
。
練
兵
場
へ
行
き
分
裂
式
が
終

わ
り
た
る
時
、
１
０
時
頃
た
っ
た
。
班
内
一
同
会

食
し
、
衛
兵
に
行
か
れ
た
二
年
兵
殿
が
見
え
な
い

為
に
一
抹
の
寂
し
さ
。
今
日
は
、
中
隊
当
番
で
忙

し
く
て
少
し
も
面
白
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
無

事
に
終
わ
っ
て
何
よ
り
で
し
た
。
明
日
か
ら
一
段

と
気
合
を
入
れ
て
奮
発
し
て
や
ろ
う
。
奮
闘
努

力
。 

八
月
十
三
日
・・
上
等
兵
勤
務
を
命
セ
ラ
レ
ル 

 

午
前
７
時
整
列
終
わ
る
。
今
日
は
長
良
川
に
て

毛
布
洗
い
だ
。
小
生
監
視
人
と
し
て
、
自
動
車
で

行
く
。
行
き
て
す
ぐ
に
洗
い
に
入
る
。
な
か
な
か

洗
え
な
い
。
暑
い
暑
い
一
時
頃
に
は
準
備
を
し
て

一
服
。
２
時
３
０
分
頃
帰
る
。
そ
し
て
直
ち
に
日

直
上
等
兵
と
し
て
服
務
、
何
だ
か
何
だ
か
分
か
ら

な
い
こ
と
に
一
日
も
空

し
く
暮
れ
て
・
・
・ 

八
月
十
四
日 

 

 
 
 

 

動
員
下
令 

八
月
十
四
日
・・
今
ま

で
静
か
な
営
内
が
一
度

に
騒
ぎ
立
っ
て
し
ま

う
。
い
よ
い
よ
戦
線
だ

神
様
よ
守
り
給
え
。 

あ
る
出
征
兵
士
の
日
記 
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歩
兵
第
六
十
八
聯
隊
は
、
八
月
二
十
三
日
に
上
海

近
郊
に
敵
前
上
陸
を
し
ま
し
た
。 

 

 

八
月
二
十
三
日
今
朝
見
れ
ば
陸
地
が
見
え
る
。
目

的
地
近
く
だ
。
夕
方
目
的
地
に
着
き
、
荷
物
を
上

げ
る
中
に
、
射
撃
を
受
け
る
。
忽
ち
応
戦
。
約
一

時
間
か
か
っ
て
十
二
時
頃
第
一
戦
に
着
き
、
夜
明

け
に
は
最
前
線
に
着
き
、
警
戒
す
。 

 
 

日
記
の
欄
外
に
次
の
言
葉
が
大
き
く
太
く
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

神
様
、
武
運
長
久
ヲ
祈
ル 

 

八
月
二
十
五
日
７
時
を
期
し
て
飛
行
機
の
爆
撃
が

あ
る
た
め
に
こ
こ
を
引
き
揚
げ
る
。
中
隊
本
部
の

配
置
に
入
っ
て
警
戒
。
暑
い
の
に
い
か
れ
て
し
ま

う
。
は
や
く
片
づ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

歩
兵
第
六
十
八
聯
隊
は
上
海
の
攻
略
を
果
た
し
、

そ
の
後
、
南
京
攻
略
に
向
か
い
ま
す
。 

 

十
二
月
十
三
日
正
午
前
進
命
令
。
南
京
ま
で
二
時

間
。
連
続
行
軍
に
て
午
後
二
時
、
目
指
す
南
京
通

済
門
に
到
着
。
門
は
堅
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。 

・
・
・
・
・
・

略
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

日
記
の
作
者
は
昭
和
十
六
年
に

復
員
し
、
戦
後
の
復
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。 

 

東
野
在

住
で
１

５

歳
の
年

齢

で
、
七

期

生
と
し

て

静
岡
に

あ

る
陸
軍

少

年
戦
車
学
校
に
入
学
し
、
卒
業
を
待
た
ず
し

て
終
戦
を
迎
え
た
少
年
が
い
ま
し
た
。 

 

陸
軍
少
年
戦
車
学
校
は
、
当
時
、
少
年
航

空
兵
学
校
と
並
ん
で
双
璧
を
な
す
も
の
で
し

た
。 

 

愛
称
を
若
獅
子
、
豆
タ
ン
ク
と
呼
び
、
航

空
兵
学
校
は
、
若
鷲
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

一
期
生
か
ら
七
期
生
ま
で
在
籍
し
ま
し
た

が
、
一
期
生
の
入
学
生
は
、
５
２
５
名
で
、

応
募
者
は
８
２
２
９
名

で
、
実
に
５
５
倍
の
倍

率
で
し
た
。
狭
き
門
で

し
た
。 

 

七
期
生
は
昭
和
２
０

年
３
月
７
日
に
入
学
し

ま
し
た
が
、
８
月
１
５

日
に
終
戦
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

１
７
日
付
け
で
休
暇
届
け
が
出
さ

れ
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。 もう一つの戦場 陸軍少年戦車学校の記録 

親
族
の
方
か
ら
お
借
り
し
た
の
も
の
は
、
修
了
証
書
と
外

泊
許
可
書
、
そ
し
て
校
歌
の
書
い
た
楽
譜
で
す
。 

 

８
月
１
７
日
付
け
の
外
泊
許
可
書
に
は
、
「
追
っ
て
別

命
な
き
限
り
は
出
校
に
及
ば
ず
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
８
月
１
５
日
付
け
の
修
了
証
書
に
は
、
生
徒
の
名

前
が
白
紙
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

終
戦
直
後
で
よ
ほ
ど
混
乱
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま

す
。 
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２
年
前
に
刊
行
し
た
東
野
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
の
活
用
の
一
環
と
し
て
「
東
野
勉

強
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
今
回
は
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
に

な
り
ま
す
。 

 

講
師
に
小
野
川
の
三
宅
一
嘉
さ
ん
を

お
招
き
し
、
特
に
、
戦
時
中
か
ら
そ
の

後
の
昭
和
の
時
代
を
振
り
返
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

お
話
の
内
容
は
、
大
き
く
３
点
、
蚕

の
話
と
歌
舞
伎
の
話
、
そ
し
て
戦
時
中

の
東
野
の
様
子
で
す
。 

 

養
蚕
と
い
う

よ
り
、
東
野
は
蚕
種
で
栄
え
た
所
で

す
。
〇
〇
館
と
屋
号
が
つ
い
て
い
る
家

は
、
昔
、
蚕
の
種
屋
で
し
た
。
例
え

ば
、
大

正

館
、
や

伊

藤

館
、
篠

原

館

と
呼
ば
れ
た

と

こ

ろ

で

す
。
画

用

紙

に
種
を
張
り

付
け
て
売
り

ま
し
た
。 

昔
の
娯
楽
は

歌
舞
伎
で
し

た
。
時

期

に

な
る
と
歌
舞
伎
の
練
習
ば
か
り
や
っ
て
い
ま
し

た
。
上
組
は
公
会
堂
で
、
下
組
は
宮
の
前
の
西
尾

一
郎
さ
ん
宅
で
練
習
を
し
ま
し
た
。 

 

恵
東
座
で
公
演
を
し
ま
し
た
が
、
二
日
間
行
い

ま
し
た
。
演
目
は
両
日
と
も
同
じ
で
、
一
日
目
で

失
敗
し
た
こ
と
を
二
日
目
で
修
正
し
ま
し
た
。 

  

名
古
屋
空
襲
の

音
が
東
野
ま
で
聞

こ
え
ま
し
た
。
大
映
座(

映
画
館
）
よ
り
映
画
の
フ

イ
ル
ム
を
借
り
て
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ん
で
い
る
と

き
、
公
文
橋
の
と
こ
ろ
で
、
西
の
方
か
ら
ド
ド
ー

ン
と
い
う
音
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
名
古
屋
空
襲

の
音
で
し
た
。 

 

そ
の
空
襲
で
ほ
と
ん
ど
の
名
古
屋
の
小
学
校
が

焼
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、
名
古
屋
か
ら
小
学
生
が

東
野
へ
疎
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
子
た
ち
は
、

宗
久
寺
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
勉
強
も
生
活
も
宗
久

寺
で
し
た
の
で
、
地
元
の
子
供
た
ち
と
交
流
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

よ
く
空
襲
警
報
が
鳴
り
ま
し
た
が
、
学
校
に
近

い
子
は
、
家
へ
避
難
し
ま
し
た
が
、
遠
い
子
は
、

恵
東
座
の
軒
下
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。 

 

東
野
も
例
に
も
れ
ず
、

戦
後
復
興
は
厳
し
い
も
の

で
し
た
。 

 

保
古
尻
よ
り
上
の
山
は
、
原
野
で
し
た
の
で
雑

木
を
切
っ
て
、
そ
れ
を
集
め
て
、
焼
い
て
炭
を
造

り
ま
し
た
。
そ
の
炭
を
カ
マ
ス
に
詰
め
て
家
に
持

ち
帰
り
ま
し
た
。
そ
の
日
の
日
当
は
、
そ
の
カ
マ

ス
一
杯
の
炭
で
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
貧
し
か
っ
た
で

す
。
持
ち
帰
っ
た
カ
マ
ス
は
、
し
ば
ら
く
の
間
外

に
置
い
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ま
だ

炭
に
火
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
す
ぐ
に
家

の
中
に
い
れ

て
し
ま
う
と

火
事
に
な
る

恐
れ
が
あ
る

か
ら
で
す
。

実
際
に
火
事

に
な
っ
た
家

が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。 

 

雑
木
が
な

く
な
っ
た
山

に
は
、
檜
の

苗
木
を
植
樹

し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
七
十
年
ほ
ど
、
木
も
大
き

く
成
長
し
て
い
ま
す
。 

ちょっと昔の東野を知ろう 第２回 東野勉強会 

東
野
の
養
蚕 

東
野
の
地
歌
舞
伎 

戦
時
中
の
様
子 

戦
後
の
様
子 
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三
宅
一
嘉
さ
ん
の
講
演
の
中
に
、
保
古
の

湖
の
ス
ケ
ー
ト
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
聞
か
れ
た
千
藤
市
議
が
昔
の
ス
ケ
ー
ト
靴

を
コ
ミ
セ
ン
に
持
っ
て
み
え
ま
し
た
。 

 
な
ん
で
も
昔
の
懐
か
し
い
も
の
に
興
味
が

あ
る
そ
う
で
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
買
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。 

 

物
は
、
下
駄
ス
キ
ー
で
す
。
今
の
ス
ケ
ー

ト
は
、
ス
ケ
ー
ト
の
刃
が
靴
に
つ
い
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
前
は
、
下
駄
に
刃
が
つ
い
て

い
ま
し
た
。 

 

下
駄
だ
と
足
首
が
固
定
で
き
ず
に
、
く
ね

く
ね
す
る
の
で
、
足
首
を
荒
縄
で
ぐ
る
ぐ
る

巻
き
に
し
て
滑
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

今
回
貸
し
て
て
い
た
だ
い
た
下
駄
ス
キ
ー

に
は
う
っ
す
ら
と
前
の
持
ち
主
の
名
前
が
書

い
て
あ
り
ま
す
。
ど
う
も
女
性
の
名
前
の
よ

う
で
す
。
ど
う
り
で
小
ぶ
り
な
感
じ
が
し
ま

し
た
。 

 

コ
ミ
セ
ン
に
し
ば
ら
く
お
借

り
し
て
い
ま
す
の
で
、
見
て
み

た
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
来
て

く
だ
さ
い
。 

 

東
野
ふ
れ
あ
い
作
品
展
に
も

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 
 

  

９

月

１

３

日

（
月
）
に
４
年
生
と

５
年
生
の
総
合
的
な

学
習
で
、
稲
刈
り
体

験

が

行

わ

れ

ま

し

た
。 

 

５
月
に
植

え
た
苗
が
順

調
に
育
ち
、
黄
金
の
稲
穂
が
頭
を
垂

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
雨
上
が
り
で
し
た
の
で
、

地
面
か
ら
の
湿
気
が
多
く
、
蒸
し
暑

い
状
況
で
し
た
。 

 
子
供
た
ち
は
、
教
え
て
も
ら
っ
た

よ
う
に
、
鎌
で
稲
を
刈
り
、
小
さ
な

稲
の
山
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
麻
ひ
も
で
縛
り
、
は
ざ

掛
け
を
し
て
体
験
学
習
は
終
わ
り
ま

し
た
。 

 

暑
い
日
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

は
最
後
ま
で
や
り
通
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
雨
に
恵
ま
れ
稲
穂

も
順
調
に
そ
だ
ち
ま
し
た

が
、
草
も
よ
く
育
ち
ま
し

た
。
小
学
校
の
運
動
場
も
、
運
動
会
を
前
に
草
に

覆
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
少
し
で
も

除
草
の
お
手
伝
い
を
し
よ
う
と
、
事
務
局
と
推
進

員
と
で
草
取
り
を
し
ま
し
た
。
軽
ト
ラ
の
後
ろ
に

鉄
の
爪
と
ブ
ラ
シ
を
つ
け
て
引
っ
張
り
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
取
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
つ
い
に
は
諦
め
て
し
ま
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
た
ち
の
奉
仕
作
業
で
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。 

  

 

春
に
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
が
成
長
し
収
穫

の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
十
月
二
十
六
日(

水
）
の

朝
か
ら
東
野
小
学
校
二
年
生
の
児
童
が
学
校
の
畑

で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫

を

し

ま

し

た
。
品

種

は
、
安
納
芋
と
紅
は
る

か
で
す
。
推
進
員
の
丸

山
さ
ん
と
東
雲
会
の
松

浦
さ
ん
の
支
援
で
た
く

さ
ん
ん
の
サ
ツ
マ
イ
モ

が
収
穫
で
き
ま
し
た
。 

東野地区地域学校協働活動 

稲
刈
り
体
験 

除
草
作
業 

サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫 

なつかしいスケート靴？ 
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必
死
に
な
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
頃
で
す
。
せ
め

て
も
の
娯
楽
に
、
東
野
音
頭
が
生
ま
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

世
の
中
が
落
ち
着
く
に
つ
れ
、
歌
舞
伎
な
ど

他
の
娯
楽
に
興
味
が
移
り
、
昭
和
２
６
年
ご
ろ

か
ら
途
中
一
時
停
滞
気
味
に
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
５
７
年
第
一
回
東
野
の
納
涼
夏
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
ま
だ
、
東
野

民
謡
ク
ラ
ブ
で
踊
ら
れ
て
い
た
く
ら
い
で
す
。

東
野
民
謡
ク
ラ
ブ
は
、
西
尾
甲
子
男
さ
ん
、
神

谷
正
枝
さ
ん
、
土
方
千
恵
子
さ
ん
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
し
て
み
え
ま
し
た
。 

 
昭
和
６
３
年
の
第
７
回
の
東
野
納
涼
夏
祭
り

で
、
東
野
音
頭
が
復
活
し
ま
し
た
。
そ
の
背
景

に
は
、
当
時
中
野
方
音
頭
が
話
題
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
地
域
に
も
東
野
音
頭
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
復
活
の
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
原
作
者

の
市
川
先
生
と
公
民
館
長
の
西
尾
さ
ん
ら
が
相

談
し
、
復
活
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
当
時
の
小

学
校
長
の
西
尾
嘉
夫
先
生
も
協
力
し
、
音
楽
室

を
練
習
の
場
に
貸
し
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
小
学
生
に
も
踊
り
を
教
え
、
総
括
者
の
伊

藤
公
博
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
生
演
奏
も
加
わ

り
、
夏
祭
り
は
大
成
功
で
し
た
。 

 

金曜日16:00～17:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９日 東野開発振興会 

1６日 東野開発振興会 

  

  

1３日 東野自治連合会（上） 

22日 東野自治連合会（下） 

27日 東野小ＰＴＡ 

  

 

花
無
山
句
会
自
選
句 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
令
和
四
年
十
月
二
十
七
日
） 

・
花
茗
荷 

草
の
中
か
ら 

一
握
り 

 
 

 
 

市
川
芳
子 

・
蝿
打
て
ど 

打
て
ば
逃
げ
ら
れ 

老
ひ
の
腕 

千
藤
猛
司 

・
毬
焼
い
て 

栗
の
一
年 

終
わ
り
け
り 

 
 

千
藤
恵
三 

 

先
日
、
東
野
小
学
校
の
校
長
先
生
が

子
供
た
ち
の
教
材
に
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
東
野
音
頭
の
ル
ー
ツ
を
探
し
に

見
え
ま
し
た
。
曲
の
入
っ
た
テ
ー
プ
は

あ
り
ま
し
た
が
、
音
頭
が
で
き
た
経
緯

な
ど
の
記
録
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
学
校
協
働
活
動

の
推
進
員
で
あ
る
丸
山
文
憲
さ
ん
に
お

願
い
し
て
、
調
べ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

昭
和
２
２
年
ご
ろ
、
貴
船
・
若
宮
神

社
の
境
内
で
旧
暦
の
２
月
の
初
午
の
日

に
青
年
団
の
男
女
に
よ
っ
て
盛
大
に
踊

ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

東
野
音
頭
の
原
作
者
は
市
川
広
利
さ

ん
で
、
作
詞
は
西
尾
狂
果
さ
ん
で
し
た
。
西
尾
狂

果
さ
ん
は
俳
句
者
で
、
本
名
は
西
尾
利
一
さ
ん
で

す
。 

 

第
２
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
東
野
国
民
学
校

が
東
野
小
学
校
と
名
前
が
変
わ
っ
た
こ
ろ
で
す
。 

 

戦
後
の
荒
廃
の
時
期
で
、
日
本
が
最
も
貧
し
い

時
で
し
た
。
東
野
の
住
民
も
生
き
て
い
く
た
め
に 

東野音頭のルーツを探る 

東
野
音
頭
の
ル
ー
ツ 

当
時
の
地
域
の
様
子 

継
承
さ
れ
て
き
た
歴
史 

お
詫
び
と
訂
正 

広
報
ひ
が
し
の
十
月
号
の
「
第
１
８
回
恵
那
市
陸
上
競

技
大
会
」
の
記
事
の
中
で
、
人
名
の
間
違
い
が
あ
り
ま

し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

誤 
 

池
戸 

陸 
 

 
 

 
 

 
 

正 

池
戸 

陸
人 
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サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫 

 

春
に
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
が
大
き
く
成
長
し
収
穫

の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
子
ど
も
園
で
も
小
学
校
で
も
園

や
学
校
の
畑
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

達
が
そ
の
大
き
さ
に
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。 

 

た
だ
の
芋
ほ
り
で
す
が
、
こ
れ
が
ま
た
大
変
で
、
ス

コ
ッ
プ
や
備
中
で
耕
せ
ば
す
ぐ
収
穫
で
き
る
よ
う
に
思
え

ま
す
が
、
い
き
な
り
道
具
を
使
う
と
間
違
い
な
く
芋
を
傷

つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。
な
の
で
手
で
掘
る
の
が
基
本
で

す
。 サ

ツ
マ
イ
モ
は
掘
っ
て
み
る
と
四
、
五
本
固
ま
っ
て
土

に
埋
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
掘
ろ
う
と
す
る
と
土
が
締
ま
っ

て
い
て
堅
く
て
な
か
な
か
掘
り
出
せ
ま
せ
ん
。
一
本
掘
る

の
が
と
て
も
大
変
で
す
。
こ
れ
が
四
本
も
五
本
も
と
な
る

と
大
変
に
思
え
ま
す
。 

 

し
か
し
、
掘
っ
て
み
る
と
、
二
本
目
か
ら
は
一
本
目
を

抜
い
た
後
の
す
き
ま
が
で
き
る
の
で
意
外
と
簡
単
に
掘
れ

る
の
で
す
。
三
本
目
、
四
本
目
と
だ
ん
だ
ん
と
楽
に
掘
り

出
せ
ま
す
。
要
す
る
に
、
一
本
目
を
頑
張
れ
ば
二
本
目
か

ら
は
さ
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
の
で
す
。 

 

だ
ん
だ
ん
と
コ
ツ
が
わ
か
っ
て
き
て
、
掘
り
進
め
て
行

く
と
、
気
づ
け
ば
全
部
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 「

大
変
だ
な
！
と
思
わ
れ
る
こ

と
も
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
せ

ば
、
意
外
と
楽
に
片
付
く
」
な

ど
と
教
訓
じ
み
た
こ
と
を
感
じ

た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
で
し

た
。 

東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

☎
二
六
ー
二
五
五
五 

東
野
地
域
自
治
区
運
営
協
議
会 

☎
二
六
ー
二
二
四
四 
発 行 

10
月
は
東
野
こ
ど
も
園

を
訪
問
し
ま
し
た
。
園
の

子
ど
も
達
と
一
緒
に
人

形
劇
団
「
む
す
び
座
」に

よ
る
「
ブ
ー
と
プ
ー
」「ぐ

る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん
」

を
観
ま
し
た
。
す
く
す
く

ク
ラ
ブ
の
こ
ど
も
達
も

い
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

施
設
利
用
の
お
願
い 

 
 

 

施
設
利
用
さ
れ
る
か
た
は
、 

「
使
用
許
可
申
請
書
」
で
の
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
３
ヶ
月
前
、
小
学
校
施
設
は

１
ヶ
月
前
か
ら
申
請
可
能
と
な
り
ま

す
。
ま
た
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は

仮
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。
必
ず
窓
口

に
て
「
使
用
許
可
申
請
書
」
に
記
入
し

て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

＊
利
用
前
、
利
用
後
に
事
務
所
へ
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。
（
特
に
、
土
日
や
祝

日
、
夜
間
は
職
員
が
一
人
し
か
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
） 

＊
利
用
後
は
机
・
椅
子
・
座
布
団
な
ど

使
用
し
た
も
の
を
元
の
場
所
に
戻
し
、

除
菌
・
掃
除
機
・
モ
ッ
プ
掛
け
・
窓
の

施
錠
・
ガ
ス
の
元
栓
確
認
な
ど
を
お
願

い
し
ま
す
。 

＊
施
設
及
び
設
備
を
破
損
ま
た
は
汚
し

た
と
き
は
、
直
ち
に
届
け
出
、
職
員
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
届
け
出

が
な
く
当
方
で
発
見
し
た
場
合
は
、
以

後
の
使
用
は
許
可
で
き
な
く
な
り
ま

す
） 

＊
今
後
と
も
皆
様
が
気
持
ち
よ
く
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 


